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 タイトル

01

⽂章

現状：日本の医療費は増加傾向にある。

特に…
75歳以上(人口の16%)が医療費の40%を占めている

⇒1人当たりの医療費は4倍以上

健康寿命に注目

⇒健康寿命が5年間延伸された場合、年間約5.1兆円と

いう巨額の国民医療費削減効果が期待できる

https://www8.cao.go.jp/kourei/whitepaper/w-2024/html/zenbun/s1_1_1.html
https://www.mhlw.go.jp/topics/medias/year/24/dl/iryouhi_data.pdf


01健康寿命延伸施策の評価

⇒予算執行がされたか、されていないかの記述のみ



01問題点: データが散逸

都道府県ごとの政策、交付金の使われ方の内訳　の調査

=> 都道府県ごとの報告書にデータが散逸



データの形式が様々(PDF、グラフ、テーブル、CSVなど)

01問題点: データの形式が様々

日本透析医学会より「我が国の慢性透析患者2023」令和６年度の保険者努力支援制度（取組評価分）



⇒情報を集約した、医療版行政事業レビュー見える化サイトの必要性

01行政事業見える化サイトの医療的施策評価の限界

①予算執行のデータだけで、執行の評価に必要な具体的なデータ・言及がないの

に、評価結果だけ一言書かれている

②自治体ごと、医師会、などのデータが散逸し、各々のデータの評価基準がバラバラ

である。



01実現するとできること例

・特定健診・保健指導の費用対効果検証

・健康寿命延伸と医療費の抑制効果検証

検証
有効な政策の
客観的評価

効果的かつ効
率的な政策立

案


